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平成27年度　ヘルスプロモーション・整復学ユニット研究活動状況

A．構成メンバー

ユニット長：五十嵐　純
相澤　慎太、井口　　理、伊藤　俊治、牛島　詳力、
尾原　弘恭、織田　育代、金井　成行、杉本　篤夫、
高岸　美和、津田　和志、畑村　育次、山原　正美

B．研究の計画と概要

　平成22年4月1日から共同研究推進委員会のもとで、
ヘルスプロモーション・整復学ユニットとしてユニット
組みをして活動を開始。

（ヘルスプロモーションの分野）

　ヘルスプロモーションの分野は多岐にわたるが、本ユ
ニットでは、静的な状態の継続や、運動や動きなどの動
的な影響や、物理的刺激が、体に及ぼす様々な生理的な
変化・効果についての研究を行っていく。さらに、ヘル
スプロモーション全般にかかわる分子生物学的な研究も
加えて活動を行っていく。

（柔道整復の分野）

　柔道整復は、業として古来より日本に伝わる施術体系
の一つである。業としての柔道整復は現状伝統的手法で
骨折・脱臼・打撲・軟部組織等の処置を行ってきてい
る。また、柔道（柔術）を起源とするので運動器の損傷
や動きについての理解がある。しかし、未だ研究機関も
少なく、施術論理の解明に至っているとは言えない。そ
こで、本分野では、これら伝統的に行われてきている施
術について基礎的・臨床的・教育的な研究と運動器につ
いての研究の構築を行いつつある。

　上記についてヘルスプロモーションと柔道整復につい
ての研究（下記）を、単独もしくは組み合わせて行う予
定である。

（研究内容・結果について）

1.	金井らは、肩こりVAS（肩こりの重症程度）を客観
的に評価する方法としてPainVisoin®を用いて「触覚

閾値（痛みとは感じない電気刺激感覚）」・「痛み度閾
値（電気刺激が疼痛と感じる感覚）」及び圧痛計によ
る「圧痛閾値」を用いて肩こりを評価した結果、「肩
こりVAS」が増加すると共に「触覚閾値」の増加傾
向”及び「痛み度閾値」の有意な低下が認められた。
更に、磁気治療を介入すると「肩こりVAS」の改善
度の増加に伴い、「触覚閾値」の低下傾向及び「痛み
度閾値」の有意な増加がパラレルに認められたことよ
り、磁気には、肩こりを軽減させる作用があることが
考えられた。

2.	津田らは電子スピン共鳴法を用いて高血圧患者の細
胞膜fl	uidity	を測定し、その調節機序を肥満関連内分
泌因子の関与から考察した。高血圧患者の赤血球膜
fl	uidityは正常血圧者に比し有意に低下していた。　
さらに津田らは血中nitric	oxide	（NO）代謝産物濃度
は高血圧群で正常血圧群に比し有意に低値であり、赤
血球膜fl	uidityの悪化がNO代謝産物の低下と有意に
関連することを報告した。この成績は内皮機能不全が
高血圧の膜機能調節に重要な役割を果たす可能性を示
唆するものと考えられる。　一方、adipokineのひと
つであるretinol-binding	protein	4（RBP4）の血中濃
度は高血圧群で正常血圧群に比し有意に高値であっ
た。また血中RBP4濃度の増加しているほど、赤血球
膜fl	uidityは低下していた。さらに血中RBP4濃度は
血中NO代謝産物値と有意に逆相関した。このことは
RBP4が一部内皮機能不全を介して膜fl	uidity調節に
関与することを示すものと考えられる。以上から肥満
に関連した内分泌因子が高血圧の細胞膜機能に重要な
影響を及ぼし、それらの調和破綻がメタボリックシン
ドロームの心血管病の成因に一部関与する可能性が示
唆された。

3.	多嚢胞性卵巣症（Polycystic	Ovary	Syndrome,PCOS）
は、月経異常,多嚢胞性卵巣,血中男性ホルモン高値ま
たはLH基礎値高値かつFSH基礎値正常を満たす疾患
で、体内環境ホルモンの異常で生じるが原因の詳細な
解明はされていない。
	 　多嚢胞性卵巣（ＰＣＯ）はストレスや内分泌攪乱物
質等の環境ホルモンや体内環境ホルモンの乱れなど多
因子の影響で、下垂体、卵巣機能の障害を来たしステ
ロイドホルモンの産生異常が病因となっていることが
予想されるが、その原因や病態生理は複雑でいまだ明
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らかにされていない。そこで畑村らはステロイドホル
モンの一種であるアンドロゲンをマウスに投与しＰＣ
Ｏを作製し、その卵巣内環境ホルモンの異常がどのよ
うに卵母細胞成熟に関与するのかをセロトニンを中心
に組織学的および分子生物学的に検討している。

4.	織田らは、疼痛部位の硬さについて2種類の方法を
用いて検討している。測定は、痛皮膚表面から直接
圧迫して硬さを評価する方法（筋弾力評価装置：筋
硬度）と組織弾性イメージング法により内部の硬さ
を評価する方法（超音波診断装置Real-time	Tissue	
Elastography：RTE）により実施している。評価は、
筋硬度及びRTEによる評価（筋肉の硬さ）と痛み及
びストレスのVisual	Analogue	Scale（VAS）による
関係、痛み部位と対側部との差異について行ってい
る。現在、研究中であるため結果については、次年度
末に報告する。

5.	運動が生体に及ぼす影響については、看護学ユニット
と共同的な研究を行った。

6.	動的・静的な影響や物理刺激に関する研究について
は、昨年同様基礎的な研究を進めた。

研究費獲得状況

　平成27年度（競争的研究資金）
（1）科学研究費補助金　基盤研究（C）代表　津田和志
（継続）
　　細胞膜異常と骨血管相関からみた高血圧ならびに肥
満関連生活習慣疾患の病態生理

（2）科学研究費補助金　基盤研究（C）代表　畑村育次
（新規）
精巣、副甲状腺に強く発現する新規遺伝子による精子分
化機構の解明
（3）科学研究費補助金　基盤研究(C)	代表　伊藤俊治　
（新規）
腎不全に伴う病的石灰化における基質小胞のプロファイ
リング

C．研究業績

原　著・その他の論文
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membrane	 microviscosity	 of	 erythrocytes	 and	
microcirculatory	dysfunction	 in	hypertensive	subjects	
via	 an	 asymmetric	 dimethylarginine-dependent	
mechanism.	The	79th	Annual	Scientific	Meeting	of	the	
Japanese	Circulation	Society.	April	24-26,	2015,	Osaka,	
Japan.

Tsuda	K:	Retinol-binding	protein	4	 and	adiponectin	
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in	 hypertension	 via	 the	 nitric	 oxide-dependent	
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谷口典正、金井成行．肩こりの評価－筋弾力による客
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2015.5

谷口典正、金井成行．静磁場による生体への効果―近赤
外線分光法を用いて―．第22回医用近赤外線分光法研
究会．東京．	2015.10	

谷口典正、金井成行．肩こりに対する磁気治療による触
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山中		航、	髙岸美和、	Gouraud	Sabine、	和気秀文	：	扁桃
体の局所電気刺激が循環応答に及ぼす影響，	第70回日
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伊藤俊治：骨折治癒の分子メカニズム.	第17回日本ス
ポーツ整復療法学会大会,	宝塚,	2015.10

牛島詳力：筋・腱における修復のメカニズム.	第17回日
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